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写真にはほとんど写らないほ

どの儚い光。日々の暮らしの

中で人工の光に目が慣れてし

まっているせいか、肉眼でも

目をこらしてようやく捕えら

れる。その儚さがホタルの最

大の魅力かもしれない。実際

に足を運んでその光を見た人

だけが感動できる。

夜
の
森
を
探
索

　

江
戸
川
大
学
卒
業
生
の
斉
藤
裕
さ
ん
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
と
や
ま
の
一
員
と
し
て
オ
オ
タ
カ
が
生
息
す
る

流
山
市
に
あ
る
市
野
谷
の
森
を
中
心
に
、
森
の
草
刈
り
や
生
物
調
査
、
自
然
観
察
会
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
７
月
30
日
の
自
然
観
察
会
の
テ
ー
マ
は
ホ
タ
ル
と
セ
ミ
の
羽
化
。
夜
の
西
初
石
小
鳥

の
森
探
索
の
参
加
者
は
62
名
だ
っ
た
。（
取
材
・ 

撮
影
：
長
谷
川
大
成
）　

　

斉
藤
さ
ん
は
子
供
の
頃
か
ら

自
然
や
生
物
が
好
き
で
、
高
校

３
年
生
で
受
け
た
環
境
問
題
の

授
業
で
生
態
学
と
い
う
分
野
に

関
心
を
持
っ
た
。
江
戸
川
大
学

環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
（
現
：
現

代
社
会
学
科
）
在
学
中
は
吉
田

正
人
先
生
の
ゼ
ミ
で
生
態
学
・

環
境
教
育
を
学
ん
だ
。
流
山
市

の
都
市
化
に
よ
る
鳥
類
の
変
化

に
つ
い
て
研
究
し
、
森
林
面
積

の
大
き
さ
に
比
例
し
て
野
鳥
の

江
戸
川
大
学
卒
業
生
が
案
内
役 

 

自
然
観
察
会
「
森
を
舞
う
ホ
タ
ル
た
ち
」

種
類
が
増
え
る
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。

　

ま
た
江
戸
川
大
学
内
の
サ
ー

ク
ル
「
環
境
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
愛
好
会
」
の
創

立
メ
ン
バ
ー
と
し
て
生
物
調
査

や
ゴ
ミ
拾
い
な
ど
様
々
な
環
境

保
全
活
動
を
行
っ
た
。

　

卒
業
後
、
千
葉
県
立
中
央
博

物
館
で
の
研
究
協
力
員
な
ど
を

経
て
、
現
在
は
環
境
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
会
社
に
勤
務
し
魚
介
類

な
ど
の
分
析
を
し
て
い
る
。「
大

学
に
入
っ
て
か
ら
の
ゼ
ミ
で
の

研
究
、
野
鳥
調
査
・
解
説
員
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
を
通

じ
て
活
動
の
輪
が
広
が
り
、
人

と
接
す
る
楽
し
さ
を
知
っ
た
。

そ
れ
が
現
在
の
活
動
に
も
活
き

て
い
る
」。

　

一
方
で
、平
成
24
年
に
は「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
さ
と
や
ま
」
の
運
営
会
員

と
な
り
、
平
成
26
年
か
ら
は
理

事
を
務
め
て
い
る
。
同
Ｎ
Ｐ
Ｏ

は
、
原
則
毎
月
第
一
日
曜
日
に

子
ど
も
の
健
全
育
成
や
里
山
文

化
の
継
承
等
を
目
的
と
し
て
自

然
観
察
会
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
自
然
観
察
会
の
行
わ

れ
た
西
初
石
小
鳥
の
森
は
、
約

０
・
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
さ
は

そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
起
伏

に
と
み
湧
水
の
湿
地
な
ど
変
化

に
富
む
地
形
で
、
小
鳥
の
種
類

も
多
く
み
ら
れ
る
。
夜
に
な
る

と
、
小
鳥
か
ら
ホ
タ
ル
や
夜
行

性
の
生
き
物
の
楽
園
と
な
る
。

ホ
タ
ル
を
は
じ
め
、
セ
ミ
や
ニ

ホ
ン
ア
カ
ガ
エ
ル
な
ど
様
々
な

生
き
物
を
親
子
連
れ
で
観
察
す

る
姿
が
あ
ち
こ
ち
見
ら
れ
た
。

子
ど
も
た
ち
か
ら
は｢

セ
ミ
の

羽
化
を
み
る
の
は
初
め
て
で
と

て
も
き
れ
い
だ
っ
た｣

な
ど
の

声
が
あ
が
っ
た
。

　

流
山
市
に
は
、
貴
重
な
森
が

残
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
自
然

観
察
会
の
最
寄
り
駅
・
初
石
は
、

江
戸
川
大
学
へ
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
の
停
留
所
が
あ
る
流
山
お
お

た
か
の
森
駅
の
隣
駅
だ
。
じ
つ

は
、
同
駅
は
オ
オ
タ
カ
が
現
在

で
も
生
息
す
る
約
25
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
も
お
よ
ぶ
雑
木
林
が
駅
周

辺
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
が
駅

名
の
由
来
。

　
「
市
野
谷
の
森
が
江
戸
川
大

学
の
学
生
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
と
な
っ
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ
と
や

ま
の
活
動
に
興
味
を
も
っ
た
学

生
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て
ほ

し
い
」
と
斉
藤
さ
ん
。

　

次
回
の
自
然
観
察
会
は
12
月

４
日
。｢

野
鳥｣

を
テ
ー
マ
に

行
わ
れ
る
。
詳
細
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
さ

と
や
ま
の
ウ
ェ
ブ
で
。www.

nposatoyama.com/

セミの羽化について説明する斉藤さん

これから西初石小鳥の森に入る。こど

もたたちにとっては、冒険だ。

「これなあに？」斉藤さんがゼミ

の抜け殻について説明している。

18:00 に初石公民館に集合場。

夜の森は懐中電灯が必須だ。日中とは

全く異なる姿を現す。

ホタルの説明をする斉藤さん

ホタルは目をこらさないと
みえてこない。


